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９月1０日の災害発生直後から、茨城県生協連および各会員生協は、組合員支援、地域支援に取り組んでいます。 

その取り組みの一部を紹介します。また、被災地の状況についても報告していきます。 

＜常総市でボランティアさんによる炊き出しセンター9/16 に開設＞ 

9/16 常総市中妻公民館を利用してボランティアさんによる炊き出しセンターが開設されました。 

中心を担っているのが茨城県地域女性団体連絡会の皆さんです。常総市からの要請にこたえたものです。 

しかしながら野菜や果物の物資はほとんど集まっていないので、炊き出しができないでいました。 

茨城県生協連とＪＡ中央会で協議し、ＪＡなどに野菜の提供を要請したところ、ＪＡ北つくばで様々な野菜５０ケース提供し

ていただくことができました。さっそく茨城県生協連で引き取りに行き、炊き出しセンターで贈呈式をおこないました。 

無事本日の夕食の炊き出しに間に合いました。 

このセンターでは、おにぎりやおかずなども作っています。避難所にはボランティアさんが引き取りにきて、渡しますが、

１階は水没したが、2 階は寝泊りができる方は、自分で（といっても車がつかえないので徒歩や自転車で）取りに来ていま

す。市内 電気は少しづつ通電し始めています。水道は目途がたっていません。そのため、被災された市民は炊事ができ

ません。しばらくはこの炊き出しセンターが市民のみなさまの台所になっていきます。 

茨城県生協連はＪＡ中央会や協同組合の仲間とともに炊き出しセンターの運営も支援していきます。 

 

                                         

 

【ＪＡ北つくば板子副部長よりボランティアリーダー有田さん】       【調理室に運ばれた野菜】 

 

 

 

 

 

 

【ＪＡつくば板小副部長よりボランティアリーダー有田さん】  【北つくばからの入荷の様子】 

 

 

 

 

  



 

 

＜常総市ボランティアセンター運営スタッフにいばらきコープ・パルシステム茨城

から職員１名づつ派遣いただきました＞ 

  

 常総市では水が引き始まったところから、被災された皆さんが住宅のかたずけ作業に入っています。そこから、支援要

請が来ています。そこで常総市中妻に常総市ボランティアセンターが 9/13から立ち上がりました。 

 9/13は 200人、9/14以降は 600人以上のボランティアさんに来ていただいています。 

 多くのボランティアさんに来ていただいているので、効率的に作業を割り振っていくことが大事です。しかしながら、十

分こなし切れていません。本日も、最後のボランティアさんが現場にいったのが１１：００になりました。 

ボランティアセンター運営のスタッフ派遣の要請が茨城県生協連にあり、いばらきコープ、パルシステム茨城から職員

を 2週間派遣いただくことになりました。 

 シルバーウィークのときは、1000 人規模のボランティアさんが集まることが予想されています。その力が十分発揮できる

よう支援していきます。 

 

＜9/17.18茨城県生協連ではバスでボランティア活動に参加します＞ 

 茨城県生協連では、協同組合のなかまとともに、平日のボランティア活動要請にこたえ、9/17.18 ボランティアさんを派

遣していきます。 

 両日とも 20人を超える申し込みがあります。 

 

以上 

 

 


